
3  こんな技術を求めています！

2  課題の詳細

大口径の水管橋や水路橋の維持管理として、定期的な目視点検により漏水
や腐食等の異常の有無を外観目視で確認しており、塗装の劣化状況に応じ、
優先順位を付けて計画的に塗装の塗替えを行っています。

本市の導水施設に使用される大口径の水管橋や水路橋は、高度経済成長期
に布設されたものが多く、布設後50～70年が経過しています。これらの水
管橋や水路橋は口径1,350mm以上あり、水路橋については最大延長約400
ｍの大規模な施設で、足場の設置が困難な位置にあります。
また、常時運用していることから、長期間の断水が困難であり、内面腐食

による劣化状況が把握できていません。

断水しなくても内面腐食が把握でき、腐食状況による劣化診断が可能であり、且つ、費用対効果が高い
技術を求めています。

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

管路の内面腐食調査（現状未実施ですが、管路内面の腐食状況を確認し、健全性を評価することで、
延命化等の検討に役立てられると考えられます。）

 16の導水施設の内面腐食調査
施設の例）昭和48年布設φ1500水管橋（延長56ｍ、取得原価約１億円、耐用年数60年）

横３ 大口径の水管橋や水路橋の劣化診断 求める技術：④⑦

横浜市

1  課題を抱える業務の内容



1  課題を抱える業務の内容

3 こんな技術を求めています！

大10 埋設管路の劣化診断技術

2 課題の詳細

埋設管路の目視確認が不可能で、維持管理として管体自体の劣化状況を直接的に把握することが

できない。また、維持管理手法として、時間計画保全である管路更新か漏水後の修繕による事後保

全となっており、状態監視による維持管理が基本不可である。そのため、一定経年化傾向を踏まえ

た時間計画保全として管路更新は実施しているものの、実際の管体劣化状況を踏まえた効率的な管

路更新になっていない。

管路の劣化状況を直接的に診断・把握することで、維持管理手法の高度化を図ることができます。

埋設管路について、非開削・非破壊で劣化状況を把握・診断できる技術が確立することで、埋設

管路の状態監視が可能となります。技術確立に至った場合の使用用途としては以下を想定してい

ます。

 使用可能年数を超過した管路の状態監視

 布設替困難管路の状態監視

 漏水発生管路の劣化診断

 管路更新対象外管路の状態監視 など

大阪市

求める技術：④



1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています！

宇2 管路継手部位置の把握

2  課題の詳細

求める技術：④⑤

宇都宮市

耐震管ではない水道管路（非耐震管路）に後付けで施工する離脱防止補強金具の設置にあたり，管路継手
部の位置を掘削せずに正確に把握することが難しい。

離脱防止補強金具の設置は，継手部のみの部分的な掘削で取り付け可能であることがメリットであるが，
水道管は埋設管のため，管が接合された継手部位置をピンポイントで正確に把握することが難しく，無駄な
掘削作業が発生することがある。

水道管路の継手位置を掘削せず正確に把握できる技術

４ 事業規模・業務量

離脱防止補強金具の設置予定の基幹管路延長：約５km


